
平成１３年８月２９日 

首 都高速道路公団           

～お知らせ～ 

「公共工事コスト縮減対策に関する新行動計画」の 
平成１２年度の実績について 

 

 

 首都高速道路公団では、政府の行動指針及び建設省（現国土交通省）の新行動計画

が策定されたことを踏まえ、平成１２年１２月に「公共工事コスト縮減対策に関する

新行動計画」（以下、「新行動計画」という。）を策定しました。 

 首都高速道路公団の新行動計画では、具体的施策の着実な推進を図るため、新行動

計画の実績を適切にフォローアップすることとしており、このたび平成１２年度の結

果を取りまとめましたので報告します。 

 

 

 平成１２年度縮減実績 

 ①建設コストは、 

   ・シールドトンネルの二次覆工省略による断面の見直し、 

   ・シールドトンネルのセグメント設計法の見直し等 

  を実施し、１１．４％コスト縮減いたしました。 

 

②管理コストは、 

  ・改良型ジョイントの採用、 

  ・人員配置基準の見直し等による料金収受業務費及び交通管理業務費の縮減等 

 を実施し、１３．７％コスト縮減いたしました。 

 

③ライフサイクルコスト等の低減では、 

  ・低騒音効果のある高機能舗装の実施による交通騒音の低減、 

  ・掘削土再利用連壁工法による掘削土のリサイクルと建設副産物の減量化等 

  を実施しました。 

 

 今後も、新行動計画に基づき、さらなるコスト縮減を図るべく努力してまいりま

す。 

 

 

 お問い合わせ先 ℡０３－３５０２－７３１１（代表） 

  首都高速道路公団 工務部    

           企画調整室           
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 首都高速道路公団では、政府の行動指針及び建設省（現国土交通省）の新行動計画が

策定されたことを踏まえ、平成１２年１２月に「公共工事コスト縮減対策に関する新行

動計画」（以下、「新行動計画」という。）【参考：Ｐ．１３】を策定しました。 

 首都高速道路公団の新行動計画では、具体的施策の着実な推進を図るため、新行動計画

の実績を適切にフォローアップすることとしており、このたび平成１２年度の結果を取り

まとめましたので報告します。 

 

１．公共工事コスト縮減のフォローアップ方法 

 ○ コスト縮減実績の平成１２年度のフォローアップ方法は、公共工事コスト縮減対策

関係省庁連絡会議において作成され、これに基づきフォローアップを実施しました。 

 

２．平成１２年度公共工事コスト縮減実績 

１）建設・管理コストの低減 

 ○ 平成１２年度の建設・管理コストは平成８年度と比較
注１）

   して、建設コストは１１．

４％となり、管理コストは１３．７％の縮減となりました。【別添１：Ｐ．４、５】 

 

 縮減率 縮減額 

建設コスト １１．４％
注２）

    １７，７５６百万円
注３）

    

管理コスト １３．７％ １１，７４２百万円
注４）

    

 

 注１） コスト縮減実績は、平成８年度の技術・工法等により算定した標準的なコスト

と比較。 

 

 注２） 建設コストの縮減率（１１．４％）は、首都高速道路公団において自らが対象

工事毎に算定した縮減効果（縮減率：９．７％）と、公共工事コスト縮減対策関

係省庁連絡会議において物価変動をベースにしたマクロ的方法により算出された

縮減効果（縮減率：１．７％）との合計。 

 

 注３） 建設コスト縮減額は、首都高速道路公団において自らが対象工事毎に算定した

縮減効果（縮減率：９．７％）に対応したもの。 

 

 注４） 管理コスト縮減額は、首都高速道路公団における管理に関する縮減効果（縮減

率：１３．７％）に対応したもの。 

 

 注５） コスト縮減施策は労務単価の縮減を目的としたものではないため、労務費につ

いては算定の対象から除外している。 
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①建設の計画・設計等の見直し 

 ＜主な実施内容＞ 

 ○技術基準等の見直し 

  ・ シールドトンネルの二次覆工省略による断面の見直し【別添２－１：Ｐ．６】 

  ・ 裏面吸音板における性能規定発注方式の導入【別添２－２：Ｐ．７】 

  ・ 鋼橋における工場塗装範囲の拡大 

  ・ 覆工板の大型化 

 ○設計方法の見直し 

  ・ シールドトンネルのセグメント設計法の見直し【別添２－３：Ｐ．８】 

 

②管理業務の効率化・手法等の見直し 

 ＜主な実施内容＞ 

  ・ 改良型ジョイントの採用【別添２－４：Ｐ．９】 

  ・ 情報板表示部の仕様変更【別添２－５：Ｐ．１０】 

  ・ 人員配置基準の見直し等による料金収受業務費及び交通管理業務費の縮減 

  ・ 回数通行券の料金所における直接販売促進による販売手数料等の縮減 

 

上記「１）建設・管理コストの低減」以外のコスト低減を以下に示します。 

 

２）ライフサイクルコストの低減（施設の品質の向上） 

  より耐用年数の長い施設、省資源･省エネルギー化に資する施設、環境と調和する施設

等の整備を推進するなど、施設の品質の向上を図ることにより、ライフサイクルを通じ

てのコストの低減及び環境負荷の低減を図りました。 

 ＜主な実施内容＞ 

  ・ 低騒音効果のある高機能舗装の実施による交通騒音の低減【別添２－６：Ｐ．１１】 

 

３）社会的コストの低減 

 リサイクルの推進、環境対策及び安全対策を通じて、資源の有効利用、環境負荷の低

減を図りました。 

 ＜主な実施内容＞ 

  ・ 掘削土再利用連壁工法による掘削土のリサイクルと建設副産物の減量化 

【別添２－７：Ｐ．１２】 
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参考 
 
首都高速道路公団「公共工事コスト縮減対策に関する新行動計画」の概要 

 
 当公団では、平成９年８月に策定した「建設費・管理費の縮減計画」（以下「旧計画」と

いう。）に基づき、平成９年度から１１年度までコスト縮減を進めてきました。 
 平成１２年度以降も一層のコスト縮減を進めるために、平成１２年１２月に「公共工事

コスト縮減対策に関する新行動計画」（以下「新行動計画」という。）を策定しました。 
 
１．新行動計画の対象と期間 
 行動計画の対象は、旧計画に引き続き建設及び管理に関するコスト縮減とします。計画

期間は、平成１２年度から平成２０年度までとします。 
 
２．具体的措置 
 新行動計画では、直接的なコストの低減だけではなく、時間的コストの低減、品質の向

上によるライフサイクルコストの低減等を含めた総合的なコスト縮減を目指し、次の分野

の施策を推進します。 
 
 建設・管理コストの低減 
 旧計画に引き続き、建設計画・設計の見直し、管理業務の効率化･手法等の見直し、

発注の効率化など直接的なコストの低減。 
 
 時間的コストの低減 
 工事の効率的実施（工事期間の短縮など）を図ることによりもたらされる便益の早期

発現や金利負担の軽減などのコストの低減。 
 
 ライフサイクルコストの低減（施設の品質の向上） 
 施設の適正な品質による、ライフサイクルを通じての維持管理費・更新費も含めたコ

ストの低減。 
 
 効率性向上による長期的コストの低減 
 工事に関わる制度改革、新技術の工事への導入、工事情報の電子化など、建設業の生

産性向上を図ることでもたらされる、長期的な視点で発現するコストの低減。 
 
 社会的コストの低減 
 直接的な建設・管理コストの低減にはつながらないが、環境対策、リサイクルの推進、

安全対策、交通渋滞緩和など、社会的な観点でのコストの低減。 
 
３．実施に当たっての留意点 
 実施に当たっては、機能・品質の確保、下請企業等への不当なしわ寄せの防止及び不正

行為の防止について留意します。 
 
４．フォローアップ 
行動計画の実施状況は、公団に設置した経営効率化委員会において、フォローアップし、

その結果を公表します。 
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